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9月定例会は9月22・24日に開かれ条例や補

正予算などを審議しました。22日には初の日曜

議会で一般質問を行いました。

振
興
公
社
に
運
営
を
委
託

吹
上
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
を
審
議
し
可
決

9
月
定
例
町
議
会
に
お
い
て
、

吹
上
温
泉
に
建
設
を
進
め
て
い

た
保
養
セ
ン
タ
ー
の
設
置
条
例

を
審
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

施
設
の
管
理
運
営
は
上
富
良

野
振
興
公
社
に
委
託
さ
れ
ま
す
。

審
議
で
は
経
営
に
お
け
る
利

用
料
金
の
問
題
や
施
設
の
管
理

な
ど
に
質
疑
が
集
中
し
ま
し
た
．

保
養
セ
ン
タ
ー
は
、
総
事
業

費
的
7
億
7
千
万
円
で
、
平
成

7
年
か
ら
2
ヵ
年
で
工
事
を
進

め
、
本
年
1
2
月
に
完
成
し
、
利

用
は
明
年
1
月
か
ら
の
予
定
で

す
。平

成
6
年
度
に
は
、
隣
接
す

る
多
目
的
露
天
風
呂
も
完
成
し
、

町
民
の
健
康
と
保
養
の
場
と
し

て
利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

利
用
料
金
は
料
金
設
定
基
準

の
範
囲
で
、
振
興
公
社
が
定
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

□料金設定基準（単位:円）

区　分 入館料 宿泊料

大　人 6 0 0 2 ，5 00

中 高 校 生 4 0 0 1 ，7 0 0

小 学 生 2 0 0 1 ，2 0 0

振

興

公

社

町
か
ら
の
委
託
を
受
け
た
事

業
な
ど
を
行
わ
せ
る
た
め
に
、

町
な
ど
が
出
費
し
、
設
立
し
た

法
人
で
正
式
な
名
称
は
、
「
株

式
会
社
上
富
良
野
振
興
公
社
」

で
す
。

設
立
は
昭
和
3

9
年
で
、
役
員

は
町
職
員
や
民
間
人
な
ど
、
現

在
は
9
人
で
す
。
代
表
取
締
役

は
、
町
長
の
菅
野
學
で
す
。

資
本
金
は
、
1
千
万
円
で
、

そ
の
内
訳
は
、
町
が
9
4
0
万
円
、

農
協
・
商
工
会
・
富
良
野
信
用

金
庫
が
そ
れ
ぞ
れ
2
0
万
円
で
す
。



料
金
な
ど
活
発
な
質
疑

利
用
料
金

米
沢
議
員
　
住
民
が
利
用
し
や

す
い
利
用
料
条
を
検
討
す
る
の

か
。

筈
　
利
用
料
金
は
、
振
興
公
社

と
十
分
協
議
し
、
優
遇
措
置
が

と
れ
る
よ
う
協
議
す
る
。

小
野
三
郎
議
員
　
保
養
セ
ン
タ

ー
が
有
料
で
あ
る
の
で
、
現
在

無
料
の
「
吹
上
露
天
風
呂
」
を

駐

車

場

の

管

理

上

か

ら

も

利

用

料
金
を
徴
収
す
べ
き
で
な
い
か
。

答
　
当
面
は
無
料
の
考
え
で
あ

る
が
、
保
養
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー

プ
ン
前
ま
で
に
、
結
論
を
引
き

出
し
た
い
。施

設
管
理

吉
岡
議
員
　
保
養
セ
ン
タ
ー
が

完
成
す
る
と
、
駐
車
場
が
狭
く

な
る
の
で
、
現
在
、
無
料
の

「
吹
上
露
天
風
呂
」
の
駐
車
場

を
整
備
し
て
、
共
同
利
用
を
考

え
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

筈
　
十
分
検
討
し
進
め
た
い
。

吉
武
議
員
　
施
設
の
管
理
は
、

人
員
面
な
ど
か
ら
し
て
、
保
養

セ
ン
タ
ー
と
現
在
利
用
し
て
い

る
吹
上
露
天
風
呂
と
は
別
に
考

え
る
べ
き
で
な
い
か
。

筈
　
保
養
セ
ン
タ
ー
を
公
社
へ

委
託
す
る
際
に
、
十
分
に
配
慮

し
た
い
。

運
営
の
委
託

米
沢
議
員
　
振
興
公
社
へ
運
営

を
委
託
す
る
と
、
資
金
運
用
に

お
け
る
借
入
れ
を
独
自
に
行
う

の
か
ど
う
か
。

答
　
振
興
公
社
の
経
理
状
況
は

一
時
借
入
金
、
経
営
内
容
の
報

告
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
重
要
案
件
は
振
興
公

社
の
取
締
役
会
で
協
議
す
る
。

現
在
の
白
銀
荘
は

米
沢
議
員
　
吹
上
保
養
セ
ン
タ

ー
が
完
成
す
る
と
現
在
の
白
銀

荘
を
取
り
壊
し
、
泥
流
館
が
設

置
さ
れ
る
確
約
は
ど
の
よ
う
な

経
過
を
た
ど
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
北
海
道
に
お
い
て
、
十
勝

岳
泥
流
博
物
館
を
構
想
し
て
お

り
、
3
年
程
度
か
け
て
検
討
す

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

清
水
議
員
　
保
養
セ
ン
タ
ー
の

露

天

風

呂

の

通

路

な

ど

は

冬

期

間
に
凍
結
す
る
恐
れ
が
あ
る
の

で
、
管
理
は
ど
の
よ
う
な
方
法

で
行
う
の
か
。

筈
　
2
4
時
間
、
お
湯
が
流
れ
て

い
る
の
で
凍
結
は
し
な
い
が
、

管
理
に
は
十
分
気
を
つ
け
る
。

キ
ャ
ン
プ
場

青
柳
議
員
　
付
帯
施
設
で
あ
る

キ
ャ
ン
プ
場
の
火
気
の
取
り
扱

い
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

答
　
火
気
の
使
え
る
場
所
を
明

確
に
し
た
い
。

仲
島
議
員
　
火
気
使
用
の
場
所

を
早
め
に
区
分
す
べ
き
で
な
い

か
。

答
　
芝
生
で
な
い
場
所
で
火
を

使
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

梨
澤
議
員
　
キ
ャ
ン
プ
場
の
火

気
取
り
扱
い
の
管
理
体
制
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
周
囲
が
森
林
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
火
気
に
は
十
分
注
意
す

る
。
今
後
、
専
用
炊
事
場
の
設

置
問
題
も
出
て
く
る
。

補正予算

平
成
7
年
度
の

一
般
会
計
補
正
予

算
を
議
決
し
ま
し

た
。今

ま
で
の
予
算

に
約
9
千
万
円
を

補
正
し
、
総
額
で

約

1

0

0

億

2

千

万

円

と
な
り
ま
し
た
。

ゴ
ミ
処
理
生
活
用
水

5
千
3
5
0
万
円

東
中
の
ゴ
ミ
処
理
場
に
伴
う
、

地
域
の
生
活
用
水
を
確
保
す
る

た
め
に
水
道
工
事
を
実
施
す
る

費
用
で
す
。

農
業
施
設
災
害
復
旧

6
千
5
7
0
万
円

今
年
の
春
の
融
雪
と
夏
の
集

中
豪
雨
に
よ
っ
て
、
農
地
や
側

溝
が
決
壊
し
た
た
め
に
、
こ
れ

を
復
旧
す
る
た
め
の
費
用
で
す
。

全
国
青
年
大
会
補
助

1
7
3
万
円

1
1
月
に
、
東
京
で
行
わ
れ
る

第
4
5
回
全
国
青
年
大
会
に
出
場

す
る
た
め
の
助
成
費
用
で
す
。

出
場
種
目
は
、
陸
上
競
技
と

軟
式
野
球
で
1
7
人
が
出
場
し
ま

す
。



初
の
日
曜
議
会
に
3
0
人
が
傍
聴

9
月
定
例
町
議
会
の
一
般
質
問
を
2
2
日
に

初
の
日
曜
議
会
と
し
て
開
催
し
、
平
日
は
仕

事
な
ど
で
来
ら
れ
な
い

人
な
ど
3
0
人
が
傍
聴
し

ま
し
た
。

今
回
の
日
曜
議
会
に
お
け
る
、

一
般
質
問
に
は
、
8
人
の
議
員

が
行
政
改
革
、
情
報
公
開
、
福

祉
な
ど
に
つ
い
て
、
町
長
へ
の

所
信
な
ど
を
質
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
今
回
の
傍
聴

を
知
っ
た
理
由
と
し
て
、
町
防

災
無
線
が
多
く
、
有
効
な
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

傍

聴

に

熱

い

視

線

と

期

待

～
8
議
員
が
行
政
改
革
な
ど
の
一
般
質
問
を
行
う
～

傍
聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト

多
い
継
続
の
声

2
2
人
か
ら
回
答
寄
せ
ら
れ
る

傍聴者から寄せられた感想

議
会
で
は
、
傍
聴
き
れ
た
方

々
に
感
想
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
2
2
人
か
ら
回

答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
、
1
7
人
が
日
曜
議
会

の
継
続
を
望
ん
答
の
あ
っ
た
内
、

1
3
人
が
今
回
の
傍
聴
が
初
め
て

で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
ン

ケ
ー
卜
か
ら
は
日
曜
議
会
へ
の

関
心
の
高
さ
が
伺
わ
れ
ま
す
。

Q　日曜議会を何で
知りましたか

Q　日曜議会をどう
感じましたか



・傍聴者が多いからか答弁が親切に思った。

・質問議員も多く熱意を感じた。

・質問、答弁に本音が見えない点があるよう思われた。

・日曜議会のため取って付けたような質問に感じた。

・同類の質問項目を整理して、突っ込んだものにしてはどうか。

・古参議員の質問が最近ありませんが新人議員が見習えるお手本を。

・答弁を町長に求めているが、担当課長でよい質問が幾っかあった。

・財政展望と掘り下げた質問を期待したい。諸員の突込みが足りない。

・2期以上の議員の質問が少ない。問題意識と行政に対する真剣な態度に疑念がある。

・議会に私的感情は禁物、どの視点から見ても理事者と議員との間に透明度がない。

・限られた町の財源から、優先順位で町民が今、何を求めているか、徹底議論で緯論を出すべき。

・町民と議員の話合いが少ないのか、町民の思いがあまり質問されていない。

・関心があっても、傍聴どころでない町民もいるので、単なるステージ公開であれば一考願いたい。

・質問事項が漠然として具体案を持たず、答弁を求めている感じ、質問者はもっと勉強すべき。

・質問、答弁に具体性に欠ける面が多く見られ、審議をしていると感じられず残念でした。

・議員と町民の対話集会も企画すれば町が活性化され、発展するのでは。

・もっと、リラックスした議会の方が望ましく感じた。・欠席議員の多いのに驚いた。

・町民に審議事項を知らせ、町民参加の町政を希望します。

・多数の町民が参加出来る町政にしていただきたい。

・まったく建前なので、半分がっかりした。議員と町民の対話集会を望む。

・予想に反し傍聴が少なかった。農家の繁忙期を外してはどうか。

・議会の厳粛な雰囲気には好感をもった。執心な町議会で深い感銘を覚えた。

▼
町
長
ば
か
り
で
な
く
課
長
の

発
言
を
多
く
す
べ
き
と
思
う
。

チ
ャ
ン
ス
が
な
く
気
の
毒
で
す
。

▼

先

輩

議

員

は

ど

ん

ど

ん

一

般

質
問
す
べ
き
と
思
う
。

▼
議
員
は
も
り
と
建
設
的
な
意

見
を
出
し
て
ほ
し
い
。
前
向
き

過
ぎ
る
こ
と
に
は
そ
の
議
員
も

参
加
し
て
い
る
は
ず
な
の
だ
か

ら
、
否
決
さ
れ
で
も
多
数
決
の

ル
ー
ル
で
致
し
方
な
い
。

▼
女
性
の
傍
聴
者
が
少
な
い
の

が
寂
し
い
。
男
女
同
権
な
の
だ

か
ら
。
特
に
箸
い
人
。

▼
日
曜
も
仕
事
の
あ
る
町
民
が

い
る
の
で
、
出
来
れ
ば
夜
間
に

や
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
も
っ
と

傍
聴
者
も
多
い
と
思
う
。

▼
町
長
は
オ
ー
ル
マ
ィ
テ
ィ
で

な
い
の
だ
か
ら
、
う
ま
く
課
長

を
活
用
す
る
こ
と
で
す
ね
。

中
村
有
秀
さ
ん
　
平
日
に
は
傍
聴
出
来
な
い
町

民
の
た
め
に
実
施
さ
れ
た
日
曜

議
会
を
傍
聴
し
て
、
次
の
点
を

感
じ
ま
し
た
。

▼
日
曜
議
会
の
周
知
広
報

多
く
の
町
民
が
傍
聴
さ
れ
る

と
期
待
し
ま
し
た
が
以
外
に
少

な
か
っ
た
。
今
議
会
は
一
般
質

問
が
あ
る
の
で
　
「
こ
う
い
う
一

般
質
問
の
通
告
が
あ
り
ま
す
」

を
含
め
て
周
如
し
町
民
の
関
心

を
高
め
て
は
と
思
い
ま
す
。

▼
議
会
事
務
局
の
準
備

初
の
日
曜
議
会
と
い
う
こ
と

で
、
予
備
の
傍
聴
席
と
し
て
、

3
階
会
議
室
に
椅
子
、
大
型
テ

レ
ビ
、
冷
茶
、
一
般
質
問
の
要

旨
を
準
備
し
て
い
た
配
慮
に
関

心
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
町
民
が
開
か
れ
た

町
政
、
町
議
会
の
た
め
に
、
ナ

イ
タ
ー
議
会
・
サ
ン
デ
ー
議
会

の
開
催
を
強
く
要
望
し
ま
す
。



米沢議員

Q
、
景
観
条
例
の
制
定
を
せ
よ
′

A
、
町
民
意
識
と
と
も
に
検
討
し
た
い

景
観
条
例
の
制
定
を

問
　
深
山
峠
・
千
望
峠
な
ど
か

ら
眺
望
す
る
景
色
は
心
を
和

ら
か
に
し
て
く
れ
る
。
観
光
開

発

な

ど

で

景

観

が

損

な

わ

れ

よ

う
と
し
て
い
る
が
、
景
観
条
例

を

制

定

し

貴

重

な

観

光

資

源

を

守
る
べ
き
で
な
い
か
。

ま
た
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
と
田
園

が
織
り
な
す
街
づ
く
り
を
推
進

し
て
は
ど
う
か
。

町
長
　
景
観
保
全
に
関
す
る
町

民
意
識
の
高
ま
り
の
中
で
景
観

条
例
等
の
措
置
を
検
討
し
た
い
。

ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
始
め
と
す
る

花
の
街
と
し
て
の
ィ
メ
ー
ジ
を

鮮
明
に
し
、
街
路
や
公
共
施
設

な
ど
に
植
栽
と
管
理
を
し
て
い

る

。

さ

ら

に

ラ

ベ

ン

ダ

ー

の

あ

る
景
観
を
取
り
入
れ
た
施
策
を

検
討
し
て
い
く
。

情
報
の
公
開
に
つ
い
て

問
　
私
は
町
に
対
し
て
、
交
際

費
、
会
議
費
等
の
情
報
を
住
民

へ

公

開

す

べ

き

と

主

張

し

て

き

た
が
、
情
報
公
開
条
例
の
制
定

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

町
長
　
住
民
の
行
政
に
対
す
る

信
頼
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に

も
、
町
の
行
政
改
革
推
進
本
部

の
部
会
で
検
討
す
る
よ
う
指
示

し
て
い
る
。

再
質
問
　
今
後
、
問
題
等
が
解

決
し
た
上
で
情
報
公
開
を
進
め

る
と
い
う
認
識
で
良
い
の
か
。

町
長
　
情
報
公
開
に
意
を
尽
く

す

こ

と

で

理

解

願

い

た

い

。

住
民
参
加
の
行
政
を

問
　
町
総
合
計
画
策
定
に
お
い

て
、
住
民
の
声
を
謙
虚
に
聞
き
、

政
策
形
成
、
実
施
能
力
を
引
き

出
す
環
境
づ
く
り
を
も
っ
と
す

べ
き
で
な
い
か
。

町
長
　
住
民
が
主
人
公
と
い
う

認
識
に
立
ち
、
住
民
参
加
の
シ

ス
テ
ム
を
拡
大
し
、
町
民
総
意

の
計
画
づ
く
り
と
し
た
い
。

再
質
問
　
住
民
の
声
を
積
極
的

に
聞
く
体
制
を
つ
く
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
長
　
現
在
行
っ
て
い
る
モ
ニ

タ
ー
方
式
、
あ
る
い
は
皆
さ
ん

か
ら
の
意
見
を
開
く
方
策
等
、

機
を
変
え
、
方
法
を
変
え
な
が

ら
取
り
組
み
た
い
。

交
通
安
全
対
策
は

問
　
島
津
基
線
道
路
、
深
山
峠
、

美
馬
牛
峠
間
の
交
通
量
が
年
々

増
加
し
て
い
る
が
、
地
域
の
お

年
寄
り
や
子
ど
も
た
ち
の
歩
行

時

の

安

全

を

守

る

上

か

ら

も

早

急
な
歩
道
の
設
置
を
望
む
声
が

あ
る
が
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

町
長
　
早
期
に
歩
道
の
設
置
が

実
施
さ
れ
る
よ
う
に
関
係
機
関

へ
要
請
し
た
い
。

農
業
後
継
者
対
策
は

問
　
町
の
新
規
就
農
者
対
策
に

お
い
て
は
、
単
身
者
等
が
そ
の

対
策
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
が
、

見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
町
で
は
花
嫁
対
策
を

行
っ
て
い
る
が
、
嫁
が
れ
た
多

く
の
方
は
町
外
か
ら
の
た
め
に
、

里
帰
り
す
る
に
し
て
も
、
経
費

が
か
さ
む
の
で
、
里
帰
り
制
度

を
設
け
て
、
帰
省
す
る
際
の
往

復
の
旅
費
を
支
給
し
て
は
ど
う

か
。

町
長
　
単
身
者
等
を
除
外
し
な

い
こ
と
の
見
直
し
は
現
在
、
考

え
て
い
な
い
。

農
業
委
員
会
長
　
花
嫁
の
里
帰

り
制
度
に
つ
い
て
は
、
若
い
農

業
者
の
育
成
確
保
が
大
き
な
課

題
で
あ
り
、
質
問
の
内
容
は
必

要
な
施
策
と
認
識
し
て
お
り
、

町
と
農
協
な
ど
関
係
機
関
と
協

議
し
た
い
。

福
祉
行
政
に
つ
い
て

問
　
私
は
、
町
に
精
神
薄
弱
者

の
授
産
施
設
や
施
設
の
誘
致
を

求
め
て
き
た
が
、
な
か
な
か
改

善
方
法
が
見
い
出
せ
な
い
状
況

に
あ
る
。
授
産
所
で
作
業
し
て

い
る
親
か
ら
は
高
齢
化
の
問
題

な
ど
か
ら
、
当
町
に
施
設
を
設

置
す
る
よ
う
要
望
が
あ
る
の
で
、

町
の
基
準
構
想
に
位
置
付
け
し
、

そ
の
対
策
を
明
確
に
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
長
　
町
独
立
の
施
設
と
は
な

ら
な
い
が
、
平
成
1
1
年
か
ら
の

第
4
次
町
総
合
計
画
に
組
み
入

れ
る
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

駅
の
跨
線
橋
の
除
雪
は

問
　
駅
裏
と
駅
前
を
結
ん
で
い

る

跨

線

橋

に

雪

が

積

も

る

と

階

段
の
段
差
が
な
く
な
り
、
危
険

で
あ
る
の
で
、
対
策
を
講
じ
て

ほ
し
い
と
の
声
が
あ
る
が
、
そ

の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
長
　
平
成
9
年
度
に
登
り
口

と
降
り
口
の
階
段
部
分
に
屋
根

を
か
け
る
対
応
を
し
た
い
。



梨澤議員

Q
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
設
立
を
′

A
、
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
充
実

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の

設
立
を

問
　
き
き
に
人
事
院
は
国
家
公

務
員
に
対
し
介
護
休
暇
を
勧
告

し
、
こ
れ
を
法
制
化
し
た
。

今
回
は
国
家
公
務
員
に
対
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
の
勧
告
を

し
た
。

そ

の

内

容

は

災

害

時

に

お

け

る
被
災
者
及
び
障
害
著
、
高
齢

者
等
に
対
す
る
援
助
活
動
に
参

加
す
る
場
合
、
1
年
に
つ
き
5

日
の
範
囲
内
で
給
与
を
減
額
す

る
こ
と
な
く
認
め
る
こ
と
を
基

本
に
検
討
し
、
平
成
9
年
の
早

い
時
期
を
目
途
に
成
案
を
得
、

人
事
行
政
の
面
か
ら
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
支
援
し
参
加
の
き

っ
か
け
と
し
た
い
と
あ
る
。

そ
こ
で
、
当
町
を
見
る
と
国

家
公
務
員
た
る
自
衛
隊
駐
屯
地

が
あ
り
、
こ
れ
に
家
族
も
含
め

る
と
相
当
な
数
に
な
る
。

ま
た
、
す
ぐ
に
地
方
公
務
員

に
も
適
用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と

予
測
が
さ
れ
る
。

こ
れ
を
現
在
の
社
会
福
祉
協

議
会
に
任
せ
で
も
手
が
ま
わ
ら

な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

新
年
度
早
々
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
会
を
設
立
し
手
帳
等
に
準

備
を
行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休

暇
の
法
制
化
と
同
時
に
受
付
、

現
簿
の
作
成
、
手
帳
の
交
付
、

情
報
の
提
供
等
の
作
業
に
か
か

る
ま
で
の
準
備
を
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
町
長
の
考
え

を
聞
き
た
い
。

町
長
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の

設
立
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
「

上
富
良
野
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
」
を
一
層
充
実
し
て
い

く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
帳
の
交
付

に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
委
員

会
に
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

町
立
病
院
の
玄
関
ド
ア

問
　
町
立
病
院
の
内
扉
が
重
い

グ
ラ
ス
扉
だ
が
、
こ
れ
か
ら
寒

く
な
る
と
暖
房
の
た
め
締
切
と

な
り
、
障
害
者
、
高
齢
者
に
と

っ
て
は
入
り
づ
ら
い
入
り
口
と

な
る
が
、
こ
の
内
扉
を
自
動
化

に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長
　
当
面
は
病
院
関
係
の
整

備
と
し
て
職
員
住
宅
の
水
洗
化

と
い
う
大
き
な
事
業
が
あ
り
、

こ
れ
を
優
先
し
て
進
め
る
た
め

辛
抱
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

老
人
身
障
者
保
健
セ
ン
タ

ー
の
整
備

問
　
老
人
身
障
者
保
健
セ
ン
タ

ー
の
玄
関
前
の
周
回
道
路
は
、

雨
の
日
に
な
る
と
舗
装
以
外
の

場
所
に
は
水
が
溜
り
短
靴
等
で

は
非
常
に
歩
き
づ
ら
く
、
晴
天

時
に
は
小
石
砂
利
等
が
舗
装
部

に
上
が
り
、
捻
挫
、
転
倒
の
恐

れ
も
あ
り
、
安
全
上
も
問
題
が

あ
る
の
で
、
舗
装
に
す
る
考
え

は
な
い
か
。

高
齢
者
の
方
々
は
、
毎
月
実

施
さ
れ
る
昼
食
会
を
大
変
楽
し

み
に
し
て
お
り
人
数
も
1
0
0
人
近

く
お
り
、
食
事
の
準
備
を
す
る

た
め
の
厨
房
が
狭
す
ぎ
る
の
で
、

安
全
衛
生
の
上
か
ら
も
問
題
が

あ
る
の
で
、
安
心
し
て
準
備
の

出
来
る
よ
う
広
く
す
る
考
え
は

な
い
か
伺
い
た
い
。

福
祉
協
議
会
に
入
る
と
特
有

の
臭
い
が
あ
る
。
こ
れ
は
玄
関

前
か
ら
臭
っ
て
い
る
。

ま
た
、
浄
化
槽
清
掃
日
に
は

そ

の

臭

い

も

一

段

と

強

く

な

る

。

建
物
も
古
く
薄
暗
い
感
じ
が
す

る
が
、
ト
イ
レ
の
完
全
水
洗
化

を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長
　
前
庭
の
整
備
並
び
に
排

水
溝
の
整
備
と
ト
イ
レ
の
完
全

水
洗
化
は
出
来
る
だ
け
早
い
時

期
に
整
備
を
す
る
方
向
で
検
討

す
る
。
厨
房
の
拡
張
は
困
難
だ

が
施
設
全
体
で
や
り
く
り
す
る

こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

吹
上
露
天
の
湯
の
管
理
は

問
　
き
き
の
議
員
協
議
会
で
吹

上
露
天
の
湯
は
当
面
現
状
の
ま

ま
状
況
を
見
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
見
た
り
聞
い
た
り

し
て
見
る
と
、
各
種
の
問
題
点

が
多
々
あ
る
。
特
に
管
理
と
責

任
の
問
題
を
ど
う
す
る
か
考
え

を
聞
き
た
い
。

町
長
　
落
石
や
落
雪
等
の
危
険

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
看
板
を
立

て
利
用
さ
れ
る
方
々
に
細
心
の

注
意
を
促
し
て
い
る
。

当
面
は
利
用
者
の
自
己
管
理

や
防
犯
対
策
、
火
気
使
用
の
制

限
等
を
含
め
、
国
立
公
園
内
施

設
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
利
用
を

し
て
い
た
だ
く
よ
う
啓
零
し
た

い
。



笹木議員

Q
、
農
事
会
館
に
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
設
置
を

A
、
会
館
へ
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い

農

事

組

合

会

館

に

フ

ァ

ク

シ
ミ
リ
の
設
置
を

問
　
農
事
組
合
会
館
で
の
会
議

中
、
農
協
等
と
の
連
結
に
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
が
必
要
な
の
で
設
置

す
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

町
長
　
農
業
情
報
シ
ス
テ
ム
は

平
成
7
年
度
に
農
業
生
産
体
制

強
化
総
合
推
進
対
策
事
業
に
よ

り
、
農
業
者
を
対
象
と
し
て
設

置
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

運
営
は
、
町
・
農
協
・
農
業

者
が
負
担
し
、
農
業
者
に
対
し

必
要
な
生
産
技
術
、
流
通
経
営

管
理
、
生
活
、
気
象
等
の
情
報

提
供
を
行
い
生
産
農
家
の
営
農
、

生
活
向
上
に
努
め
て
お
り
、
従

っ
て
、
通
常
、
無
人
の
農
事
組

合
会
館
へ
の
設
置
は
考
え
て
い

な
い
。

農
事
組
合
の
再
編
成
は

問
　
今
後
に
お
け
る
農
地
の
流

動
化
、
農
家
戸
数
の
減
少
に
伴

い
、
今
ま
で
以
上
に
農
事
組
合

間
の
戸
数
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
町
と
し

て
も
積
極
的
に
農
事
組
合
の
再

編
成
に
取
り
組
む
考
え
は
な
い

か
伺
い
た
い
。

町
長
　
こ
れ
ま
で
も
農
事
組
合

が
営
農
集
団
的
機
能
を
有
し
、

農
地
の
団
地
化
、
農
作
業
や
機

械
の
共
同
化
な
ど
を
行
い
、
生

産
コ
ス
ト
の
低
減
と
生
産
性
向

上
を
図
る
た
め
に
、
農
事
組
合

の
再
編
を
推
進
し
て
き
た
。

従
っ
て
、
今
後
に
お
い
で
は

農
事
組
合
の
再
編
を
進
め
る
た

め
、
地
域
農
業
の
原
点
で
あ
る

集
落
機
能
の
回
復
に
よ
る
地
域

複
合
化
推
進
の
基
本
の
な
認
識

に
沿
っ
て
、
農
業
者
の
理
解
を

得
な
が
ら
農
事
組
合
の
再
編
を

推
進
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

農
事
組
合
再
編
に
よ
る
会

館

整

備

は

ど

の

よ

う

に

問
　
農
事
組
会
が
合
併
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
組
会
員
数
が
増

え
て
農
事
組
合
の
会
館
が
狭
く
、

増
改
築
が
必
要
と
な
る
が
、
町

で
は
増
改
築
に
か
か
る
軽
費
を

全
額
負
担
す
る
考
え
は
な
い
か

伺
い
た
い
。

町
長
　
現
状
に
お
い
て
は
、
郡

部
の
各
住
民
会
単
位
に
集
会
施

設
と
し
て
会
館
等
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
地
域
に
お
け
る
有
効

活
用
が
図
ら
れ
て
い
る
。

今
後
に
お
け
る
農
事
組
合
の

再
編
時
に
も
、
既
存
の
会
館
等

で
集
落
機
能
が
果
た
せ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

緑
肥
作
物
の
導
入
策
は

問
　
土
づ
く
り
対
策
と
併
合
し

て
農
産
物
の
質
の
向
上
、
農
地

の
保
全
、
表
土
の
流
失
防
止
の

た
め
に
、
行
政
と
し
て
緑
肥
作

物
を
取
り
入
れ
、
こ
れ
ら
の
経

費
等
を
助
成
す
る
考
え
は
な
い

か
伺
い
た
い
。

町
長
　
平
成
3
年
度
か
ら
平
成

5
年
度
ま
で
の
3
ヵ
年
間
、
地

力
の
維
持
及
び
土
壌
侵
食
防
止

を
誘
導
す
る
た
め
に
緑
肥
作
物

作
付
促
進
事
業
を
実
施
し
、
成

果
を
持
た
と
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
平
成
6
年
1
月
策
定

の
上
富
良
野
町
農
業
振
興
計
画

の
中
で
基
本
目
標
と
し
て
心
土

破
砕
、
有
機
物
の
施
用
と
土
壌

診
断
、
施
肥
改
善
に
よ
る
土
づ

く
り
対
策
を
実
施
し
、
永
続
的

な
地
力
維
持
の
向
上
を
図
っ
て

い
る
。
今
後
に
お
い
て
も
農
業

者
が
主
体
的
に
実
施
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い

る
。
今
後
は
高
収
益
作
物
の
導

入
支
援
、
生
産
コ
ス
ト
の
軽
減

化
等
を
盛
り
込
ん
だ
新
し
い
奨

励

作

物

振

興

事

業

を

推

進

す

る

と
と
も
に
、
安
心
で
良
質
な
農

作
物
づ
く
り
と
ク
リ
ー
ン
農
業

の
一
層
の
展
開
が
図
ら
れ
る
よ

う
努
力
し
て
い
く
。



吉武議員

Q
、
地
方
分
権
と
行
政
改
革
と
の
関
係
は
7

A
、
地
方
分
樺
へ
機
動
的
に
対
応
す
る

行政改革の必要性は問国は地方分権により、省庁の統廃合、公務員の削減による行政改革を掲げマスコミもこぞって報道されているが、地方にあっては、職務内容も増加し、職務権限も増加することが考えられる。我町も行政改革は必要と考えられるが、国と同じような考えで行うのか伺いたい。町長地方分権が推進されると、確かに地方公共団体において、国の機関委任事務や権限委譲事務が相当量が増えてくることが予想される。行政改革による組織機構の統廃合や締小、職員数の削減等が行われた場合、これら増大する事務処理の対応出来ないことが心配される。行政は地域住民の発意による地域つくりを実現していくことが使命であるので、これには現在の組磯、機構に無理がないのか、また無駄がないのかどうかを検討し、これに適応する組織のあり方を機動的に対応できるようにしなければならないと考えている。情報公開制度は問行政改革は第一に財政の立て直しにあると考えるが、我町では国と同じような考えでは真の改革とはならない。情報公開をすることにより、不正使用やむだな経費を省くことができると考える。よって、情報公開こそ必要と考えるが、町長の考えを伺いたい。町長情報公開の必要性は認識しているところであり、現在、町行政改革部会で検討するよう指示をしている。制度案が出来た段階で、議会の意見を聞き制度の制定に向けた取組みをしたいと考えている。町民参加の行政を問町内にはそれぞれの分野で豊富な知識をもった方が沢山おられると考えるので、情報を公開することにより、その方々による建設的な提言が得られることが出来る。そのことにより、町政に対して新風を吹き込み、町の一方的な官主導型ではなく、官民一体となった行政の執行が可能となる。また、町民の行政に対する関心も高まり町民が間接的にでも行政に参画出来ることにより、その責任意識が向上し、より良い行政の執行がされるものと考えるが町長の考えを伺いたい。町長町民の行政参加については、議員同様、私も同じ考えを持っている。町づくりの主体は、何よりもそこに住む人々であり、地域住民の発意と積極的な行政への参加があって、はじめて地域の個性も発揮され、このことによって、住民の皆さんが誇りと愛情を持てる町づくりが実現出来るものと考えている。各分野においても豊富な知識や見識をもった方々の御提言もいただけるよう行政の参加の機会をつくることで多様な検討をしていくので御理解願いたい。



佐藤議員

Q
、
専
用
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
設
置
を

A
、
必
要
と
考
え
、
早
い
時
期
に
検
討
す
る

専
用
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

新
設
計
画
を

問
　
国
民
的
ス
ポ
ー
ツ
と
い
わ

れ
る
ま
で
に
広
が
り
を
見
せ
セ

い
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
愛
好
者

は
日
増
し
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

本
町
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は

公
園
内
と
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
の
周
辺
な
ど
専
用
コ
ー
ス
が

な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

愛
好
者
の
中
か
ら
は
、
1
日

も

早

い

専

用

パ

ー

ク

ゴ

ル

フ

場

の
新
設
を
望
む
声
が
聞
か
れ
る

の
で
、
早
期
に
設
置
す
る
計
画

は
な
い
か
伺
い
た
い
。

ま
た
、
町
で
は
開
基
百
年
記

念
事
業
を
計
画
さ
れ
て
い
る
時

期
で
も
あ
り
、
関
連
事
業
と
し

て
計
画
を
促
進
す
る
考
え
は
な

い
か
。

町
長
　
健
衛
づ
く
り
、
体
力
づ

く

り

と

し

て

小

学

生

か

ら

高

齢

者
に
至
る
ま
で
、
だ
れ
で
も
が

手
軽
に
親
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
町
内
愛
好
者

に
よ
り
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
が

設
立
さ
れ
、
体
育
協
会
に
加
盟

す
る
な
ど
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
人

口
が
増
加
し
て
い
る
。

本
町
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は

島
津
公
園
、
東
中
、
草
労
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
広
場
、
社
会
教
育
総

合
セ
ン
タ
ー
の
4
ヵ
所
で
、
い

ず
れ
も
他
の
目
的
と
の
複
合
施

設
で
あ
り
、
安
全
性
や
技
術
力

の
向
上
等
か
ら
専
用
コ
ー
ス
設

置
の
要
望
も
あ
り
、
必
要
と
考

え
て
い
る
。

今
後
は
適
地
の
選
定
、
用
地

の
取
得
問
題
や
財
政
と
の
関
連

も
あ
る
の
で
、
開
基
百
年
記
念

事
業
と
は
別
に
、
次
期
総
合
計

画
の
中
で
早
い
時
期
に
位
置
付

け
を
検
討
し
て
い
く
。

児
童
生
徒
の
い
じ
め
や

不
登
校
の
実
態
は

問
　
文
部
省
や
道
の
学
校
基
本

調
査
、
新
聞
の
報
道
で
も
児
童
、

生
徒
の
い
じ
め
や
登
校
拒
否
問

題
な
ど
、
そ
の
教
は
微
増
の
傾

向
に
あ
る
こ
と
が
報
ぜ
ら
れ
て

い
る
。

全
国
、
全
道
の
こ
の
よ
う
な

実
態
を
見
る
と
き
、
本
町
の
実

態
は
ど
う
な
の
か
が
心
配
さ
れ

る
と
こ
ろ
な
の
で
、
本
町
の
様

子
や
そ
れ
ら
の
対
策
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

教
育
長
　
残
念
な
こ
と
に
本
町

に

も

数

件

の

事

例

が

報

告

さ

れ

て
い
る
。
そ
の
後
の
処
理
に
つ

い
て
は
、
適
切
な
指
導
に
よ
り
、

解
消
し
て
い
る
と
の
報
告
を
受

け
て
い
る
。

い
じ
め
の
実
態
の
把
握
に
は

困
難
な
も
の
が
あ
り
、
ま
だ
、

潜
在
す
る
も
の
も
あ
る
か
と
思

わ
れ
る
が
、
大
き
な
社
会
問
題

で
も
あ
り
、
文
部
省
か
ら
北
海

道
教
育
委
員
会
を
通
じ
教
度
に

わ
た
る
通
達
を
受
け
、
様
々
な

取
組
み
を
し
て
い
る
。
学
校
で

は
「
弱
い
著
を
い
じ
め
る
こ
と

は
、
人
間
と
し
て
絶
対
に
許
さ

れ
な
い
」
と
い
う
認
識
を
児
童

生
徒
一
人
ひ
と
り
に
徹
底
さ
せ

る
と
と
も
に
、
教
職
員
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
と
責
任
の

明
確
化
を
図
り
、
全
職
員
が
一

体
と
な
っ
た
指
導
体
制
を
確
立

し
、
家
庭
と
の
連
携
の
中
で
生

徒
指
導
に
万
全
を
期
す
よ
う
指

導
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
に
お
い

で
も
、
昨
年
か
ら
相
談
窓
口
を

設
け
、
学
校
と
の
連
絡
の
中
で

処
理
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
本
年
2
日
に
は
、

生
徒
指
導
推
進
協
議
会
主
管
の

も
と
に
、
町
内
小
中
学
校
、
高

校
の
児
童
会
、
生
徒
会
参
加
の

も
と
に
、
い
じ
め
に
関
す
る

「
仲
良
し
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催

し
、
成
功
裏
に
終
了
し
た
の
で
、

本
年
度
も
開
催
の
計
画
を
し
て

い
る
。

い
じ
め
に
対
す
る
取
り
組
み

に
は
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
社

会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
機
能

を
発
揮
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
今
後
も
「
上
富
良
野
の
青

少
年
健
全
育
成
を
す
す
め
る
会

」
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
の
御

支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ

れ

ら

の

防

止

対

策

に

取

り

組

ん

で
参
り
た
い
。



清水議員

Q
、
自
然
を
活
か
し
た
観
光
開
発
を

A
、
土
地
と
調
和
さ
せ
推
進
す
る

総
合
観
光
開
発
に
つ
い
て

問
　
上
富
良
野
町
は
ど
の
地
点

か
ら
も
十
勝
岳
連
峰
と
芦
別
岳

連
峰
の
山
並
み
を
バ
ッ
ク
に
田

畑
が
織
り
な
す
雄
大
で
素
晴
ら

し
い
大
展
望
が
望
ま
れ
る
。

こ
の
利
点
を
活
か
し
た
ル
ー

ト
を
開
発
し
、
ル
ー
ト
上
に
展

望
台
・
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
・

ゴ
ル
フ
場
・
保
養
施
設
等
を
点

在
さ
せ
、
自
然
を
損
な
わ
な
い

観
光
開
発
を
推
進
す
べ
き
で
あ

る
。
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ

い
て
も
、
町
の
中
に
建
設
す
べ

き

で

な

く

自

然

を

活

か

し

た

中

に
建
設
す
べ
き
で
な
か
っ
た
か
。

さ
ら
に
広
大
な
農
地
を
買
収

し
て
の
ゴ
ル
フ
場
開
発
は
凍
結

と
聞
く
が
、
町
の
指
導
・
取
り

組
み
と
総
合
観
光
開
発
に
つ
い

て
の
所
信
を
伺
い
た
い
。

町
長
　
深
山
峠
・
十
勝
岳
・
西

山
・
日
の
出
の
4
地
区
を
設
定

し
地
域
の
特
性
と
土
地
利
用
を

調
和
さ
せ
、
地
域
経
済
の
振
興

に
つ
な
が
る
総
合
的
観
光
振
興

を
図
り
、
今
後
の
事
業
展
開
の

推
進
に
努
め
て
い
く
。

ゴ
ル
フ
場
は
計
画
縮
小
や
変

更
も
検
討
し
た
い
と
の
回
答
が

あ
り
、
今
後
新
た
な
事
業
展
開

を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
は
公

園
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
議

会
と
も
協
議
し
推
進
す
る
。

再
質
問
　
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

は
事
業
費
が
約
8
億
円
で
完
成

ま
で
に
さ
ら
に
事
業
糞
が
嵩
む

と
思
わ
れ
る
が
、
内
容
に
つ
い

て

住

民

に

周

知

徹

底

と

十

分

な

理
解
を
得
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

都
市
計
画
課
長
　
議
会
と
も
十

分
協
講
を
進
め
る
中
で
町
民
に

も
知
ら
せ
て
い
き
た
い
。

再
々
質
問
　
各
町
内
会
及
び
農

事
組
合
単
位
に
、
町
担
当
者
が

説
明
す
べ
き
で
あ
り
、
今
後
こ

う

し

た

方

法

で

の

周

知

徹

底

を

図
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

町
長
　
周
知
徹
底
は
所
管
を
通

じ
て
作
業
を
進
め
た
い
。

交
通
安
全
対
策
は

問
　
自
衛
隊
東
門
前
交
差
点
の

安
全
対
策
・
道
道
北
2
7
号
交
差

点
及
び
西
1
線
北
2
7
号
の
交
差

点
安
全
対
策
・
吹
上
十
勝
岳
線

の
基
線
交
差
点
か
ら
東
2
線
間

の
改
修
な
ど
3
地
区
の
現
在
ま

で
の
取
組
み
経
過
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

町
長
　
自
衛
隊
東
門
前
交
差
点

対
策
は
防
衛
施
設
局
に
対
し
て

平
成
9
年
度
実
施
設
計
の
予
算

要
求
を
し
て
い
る
。

北
2
7
号
交
差
点
関
係
は
補
助

申
請
時
期
等
の
検
討
を
考
え
て

お
り
、
道
道
映
上
線
改
修
は
地

域
関
係
者
の
理
解
と
協
力
を
お

願
い
し
な
が
ら
北
海
道
に
対
し

街
路
事
業
に
よ
る
改
修
に
向
け

て
事
業
採
択
を
要
請
し
て
い
る
。

再
質
問
　
実
施
の
め
ど
は
い
つ

ご
ろ
を
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
　
東
門
前
交
差
点
は
要
請

が
通
れ
ば
平
成
9
年
よ
り
3
ヶ

年
で
事
業
実
施
さ
れ
る
予
走
で
、

北
2
7
号
他
は
現
在
未
定
で
あ
る
。

児
童
育
成
の
総
合
計
画
は

問
　
2
1
世
紀
に
向
け
て
の
児
童

・
青
少
年
育
成
は
子
を
安
心
し

て
生
み
育
て
る
こ
と
が
出
来
る

社
会
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

現
在
の
社
会
教
育
中
期
計
画

の
推
捗
状
況
が
不
十
分
と
見
受

け
ら
れ
る
。
児
童
・
青
少
年
育

成
業
務
の
充
実
遂
行
が
将
来
、

社
会
が
抱
え
る
す
べ
て
の
問
題

を
解
決
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
重
要
性
を
考
え
る
と
町
の
組

織
機
構
が
必
要
で
あ
り
、
町
長

の
英
断
あ
る
考
え
を
伺
い
た
い
。

町
長
　
東
新
の
町
総
合
計
画
等

の
策
定
に
お
い
て
検
討
を
考
え

て

い

る

や

組

織

の

設

置

に

つ

い

て
は
　
「
上
富
良
野
の
青
少
年
の

健
全
育
成
を
す
す
め
る
会
」
を

軸
に
し
て
教
育
委
員
会
の
現
行

組
織
の
中
で
進
め
て
参
り
た
い
。

再
質
問
　
抽
象
的
な
答
弁
で
は

納
得
で
き
ず
再
度
伺
い
た
い
。

町
長
　
教
育
委
員
会
に
お
い
て

責
任
を
持
っ
て
進
の
て
行
か
な

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

再
々
質
問
　
常
に
変
化
進
歩
す

る
現
代
社
会
に
お
い
て
旧
態
依

然
と
し
た
行
政
機
構
に
留
ま
る

こ
と
な
く
将
来
に
向
け
て
新
し

い
時
代
に
合
っ
た
機
構
に
改
革

し
て
行
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
が
こ
の
点
を
再
度
伺
い
た
い
。

町
長
　
現
在
、
行
政
改
革
大
網

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

そ
の
中
で
少
年
課
の
設
置
に
つ

い
て
十
分
検
討
し
、
議
会
に
も

相
談
し
て
機
構
を
整
備
し
て
参

り
た
い
。



仲島議員

Q
、
町
の
公
共
施
設
を
複
合
施
設
に

A
、
指
針
を
明
確
に
し
推
進
す
る

町

の

施

設

を

複

合

施

設

に

間

　

町

民

が

毎

日

の

生

活

を

安

全
で
安
心
し
て
送
る
こ
と
を
念

頭

に

、

生

活

環

境

づ

く

り

、

社

会
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

す
で
に
他
市
町
村
で
は
、
老

人
福
祉
施
設
等
を
静
か
な
郊
外

に
建
設
す
る
の
が
常
識
で
あ
っ

た
が
現
在
で
は
、
街
の
中
心
に

建
設
し
て
い
る
。

今
後
、
本
町
も
高
齢
者
、
若

者

、

子

ど

も

な

ど

が

一

体

と

な

る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が

ど
う
か
。
ま
た
、
本
町
の
観
光

施
設
に
し
て
も
、
郊
外
観
光
が

多
く
、
街
の
中
心
部
に
は
何
も

な
い
状
況
で
あ
る
。
ラ
ベ
ン
ダ

ー

祭

も

毎

年

5

0

0

万

円

以

上

を

か

け
、
全
国
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
発
展
し
て
い
る
が
、
町
民
に

対

す

る

経

済

効

果

は

あ

ま

り

認

め
ら
れ
な
い
。

町

の

総

合

計

画

で

は

建

設

予

定
の
文
化
会
館
、
図
書
館
、
物

産
館
、
観
光
施
設
は
単
独
施
設

で

は

な

く

、

複

合

施

設

に

す

る

こ
と
が
、
お
年
寄
り
な
ど
、
地

域

社

会

の

一

員

と

し

て

生

き

甲

斐
の
あ
る
生
活
と
人
間
味
あ
ふ

れ
る
生
活
の
自
立
を
確
保
出
来

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長
　
公
共
施
設
の
複
合
化
は

居
住
環
境
の
向
上
を
図
る
上
で
、

創
意
と
工
夫
に
よ
り
取
り
組
む

こ
と
は
同
感
で
、
指
針
を
明
確

に
し
て
事
業
推
進
を
図
る
よ
う

取
り
組
む
。

町
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

問
　
町
づ
く
り
は
行
政
と
住
民

と
の
共
生
が
最
も
大
切
で
あ
る
。

い
ま
ま
で
は
行
政
中
心
で
進
め

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

今
後
政
策
形
成
過
程
か
ら
町
民

参
加
を
図
り
、
計
画
的
に
実
施

を
す
る
こ
と
が
町
の
活
性
化
及

び
発
展
に
大
き
な
原
動
力
と
な

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長
　
今
後
、
議
会
、
町
民
の

声
を
行
政
に
反
映
さ
せ
、
新
総

合
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

御
提
言
い
た
だ
い
た
内
容
に
特

に
意
を
用
い
配
慮
し
た
い
。

町
長
の
公
約
に
つ
い
て

問
　
町
長
は
次
期
町
長
選
挙
に

再
出
馬
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
か

ら
、
2
期
日
に
向
け
て
、
公
約

を
掲
げ
、
町
民
の
審
判
を
仰
ぐ

も
の
と
思
う
が
、
そ
こ
で
伺
い

た
い
。

平
成
4
年
1
2
月
の
公
約
で
は

6
つ
の
見
出
し
と
2
1
項
目
の
政

策
を
掲
げ
て
い
る
が
、
最
初
の

2
年
間
は
人
事
問
題
で
明
け
幕

れ
、
人
事
異
動
に
つ
い
て
は
適

材
適
所
を
欠
き
、
温
情
な
の
か
、

ま
た
選
挙
の
論
功
行
賞
な
の
か
、

1
年
も
控
た
な
い
人
事
を
行
う

な
ど
、
町
長
に
は
人
を
見
る
目

が
な
い
、
人
事
管
理
が
出
来
な

い
と
思
う
。

後
半
の
2
年
は
、
た
だ
機
械

的
に
行
政
を
進
め
た
だ
け
だ
と

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
う
が

ど
う
か

町
長
　
私
に
出
来
る
こ
と
は
何

か
、
私
の
な
す
べ
き
こ
と
は
何

か
を
念
頭
に
置
き
、
各
分
野
に

わ
た
っ
て
そ
の
目
的
達
成
を
図

る
べ
く
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
ま
ず
、
基
幹
産
窯
の
農

業
施
策
で
は
経
営
安
定
向
上
の

た
め
の
野
菜
生
産
施
設
、
情
報

シ
ス
テ
ム
、
自
立
安
定
資
金
等

の
農
業
振
興
施
策
の
推
進
、
商

工
業
で
は
、
商
工
業
者
の
指
導

的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

商
工
会
等
へ
の
活
動
補
助
、

商
店
街
の
活
性
化
事
業
の
早
期

達
成
に
積
極
的
な
支
援
策
を
講

じ
た
い
。
自
衛
隊
と
の
関
係
は

自
衛
隊
と
町
が
一
体
と
な
っ
た

諸
施
策
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

再
質
問
　
町
長
は
自
衛
隊
と
町

が
一
体
と
な
っ
て
と
あ
る
が
、

演
習
場
へ
の
米
軍
移
転
に
つ
い

て
は
い
ち
早
く
反
対
し
た
が
、

整
合
性
に
疑
問
が
あ
る
。
ま
た
、

前
回
の
町
長
選
挙
の
時
に
町
長

が
出
し
た
「
自
衛
隊
の
家
族
の

皆
さ
ん
へ
と
い
う
ビ
ラ
に
退
職

自
衛
官
の
働
く
場
を
つ
く
り
ま

す
」
「
自
衛
官
の
教
養
娯
楽
の

施
設
を
つ
く
り
ま
す
」
と
あ
る

が
、
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の

か
。
ま
た
、
人
事
に
つ
い
て
も

ど
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
た
の
か

伺
い
た
い
。

町
長
　
私
が
自
衛
隊
に
反
対
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る

が
、
自
衛
官
の
募
集
等
に
協
力

し

、

密

接

に

交

流

を

深

め

て

い

る
。
ま
た
、
人
事
は
私
の
権
限
に

属
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
こ

で
申
し
上
げ
る
も
の
で
は
な
い
。



中川議員

Q
、
今
後
の
町
の
重
点
施
策
を
示
せ

A
、
農
業
を
柱
に
施
策
を
す
す
め
る

町
の
重
点
施
策
に
つ
い
て

問
　
き
き
の
町
議
会
で
町
長
は

2
期
日
の
立
候
補
を
表
明
し
た

が
、
1
期
4
年
間
、
農
業
、
商

工
業
、
自
衛
隊
の
3
本
柱
と
観

光
を
重
点
施
策
に
掲
げ
担
当
し

て
き
た
が
、
今
後
こ
れ
ら
に
つ

い
て
の
取
組
み
を
伺
い
た
い
。

町
長
　
こ
れ
ま
で
も
町
民
が
共

に
栄
え
、
誇
り
の
捨
て
る
町
づ

く

り

に

力

を

注

い

で

き

た

が

、

今
後
の
施
策
課
題
の
取
組
み
は
、

ま
ず
農
業
で
あ
り
、
今
日
の
農

業
情
勢
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
い
状
況
で
あ
る
。

町
、
関
係
機
関
、
農
業
従
事

者
の
方
々
の
英
知
と
力
を
結
集

し
、
生
産
性
の
高
い
安
定
し
た

農
業
経
営
の
確
立
の
た
め
に
経

営
基
盤
の
充
実
、
経
営
体
質
の

強
化
を
図
り
、
新
た
な
流
通
販

売
戦
略
を
展
開
し
、
地
域
の
基

幹

産

業

と

し

て

の

確

立

に

向

け

た
農
業
振
興
施
策
の
推
進
に
全

力
を
注
ぎ
、
新
時
代
に
沿
っ
た

魅
力
あ
る
農
業
を
目
指
し
た
い
。

商
工
業
も
大
型
店
の
進
出
等

で
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
る
状

態
で
、
経
常
安
定
を
図
る
た
め

に

は

自

か

ら

の

創

意

工

夫

に

よ

る
経
営
努
力
と
経
営
意
識
改
革

は
不
可
欠
で
あ
る
。

町
と
し
て
も
厳
し
い
状
況
を

認
識
し
、
経
常
改
善
等
安
定
の

た

め

の

経

済

援

助

を

継

続

し

て

い
く
が
、
商
工
業
者
、
商
工
会
、

町

が

一

体

と

な

り

魅

力

あ

る

商

店

街

の

形

の

、

経

営

体

質

の

強

化
、
他
産
業
と
の
連
携
強
化
に

積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

次
に
自
衛
隊
と
の
関
係
で
は
、

駐
屯
に
よ
り
、
町
の
発
展
と
経

済
、
地
域
振
興
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
お
り
、
今
後
も
こ

の
つ
な
が
り
を
一
層
深
め
、
基

地
の
あ
る
町
と
し
て
共
存
す
る

町
づ
く
り
に
努
め
る
。

ま
た
、
基
地
の
安
定
使
用
に

は
住
民
の
理
解
と
協
力
が
必
要

で
あ
り
、
福
祉
の
向
上
と
地
域

発

展

、

環

境

整

備

等

、

国

の

財

政
負
担
に
よ
り
民
生
安
定
事
業

等
を
促
進
し
、
快
適
で
安
全
な

環
境
づ
く
り
を
目
指
す
。

観
光
開
発
は
本
町
の
観
光
資

源

、

優

れ

た

立

地

特

性

を

有

し

、

こ

れ

ら

を

最

大

限

に

活

用

し

、

観
光
客
の
要
望
に
対
応
し
た
い
。

再
質
問
　
町
長
は
自
衛
隊
に
対

し
、
距
離
を
お
い
て
い
る
受
け

と
め
方
に
対
し
て
は
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た

町
長
　
こ
れ
ま
で
も
自
衛
隊
と

は
常
に
友
好
に
行
っ
て
お
り
、

公
平
公
正
の
考
え
で
あ
る
。

地
方
分
権
推
進
法
に
対
す

る
考
え
方
は

問
　
地
方
分
権
推
進
法
の
制
定

で

、

国

の

権

限

が

自

治

体

に

お

り
る
こ
と
に
よ
り
、
自
的
体
独

自
の
行
政
運
営
が
一
層
求
め
ら

れ
る
の
は
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
は
一
方
で
自
治
体
の
独

自
性
を
促
す
も
の
で
、
財
源
確

保
が
必
要
で
あ
り
、
効
率
的
な

行
政
運
営
に
は
真
の
行
政
改
革

が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
の
で
所

信
を
伺
い
た
い
。

町
長
　
中
央
省
庁
主
導
型
の
画

一
行
政
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
住
民

主
導
の
個
性
的
で
総
合
的
行
政

シ
ス
テ
ム
に
変
革
す
る
地
方
分

権
推
進
法
は
自
治
体
の
条
例
制

定
権
の
拡
大
、
自
主
課
税
権
の

行
使
拡
大
等
、
地
方
公
共
団
体

の
自
ら
治
め
る
責
任
の
範
囲
は

広
が
り
、
さ
ら
に
議
会
と
首
長

の
費
任
は
重
く
な
る
。

こ
れ
ら
の
状
況
に
対
応
す
る

に
は
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政

の
確
立
に
向
け
、
自
主
的
な
改

革
を
図
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

町
の
新
し
い
行
政
改
革
大
綱

を
策
定
し
、
推
進
す
る
と
と
も

に
、
地
域
住
民
の
多
様
な
発
意

と
創
造
に
よ
り
政
策
の
展
開
が

求
め
ら
れ
、
地
方
自
治
体
自
ら

が
そ
れ
に
応
え
る
主
体
的
な
政

策
に
努
め
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

問
　
地
方
分
権
に
よ
り
、
さ
ら

に

自

治

体

の

格

差

は

免

れ

な

い

だ
ろ
う
が
、
職
員
の
政
策
形
成

能
力
が
重
要
視
さ
れ
る
と
思
う

が
対
応
を
伺
い
た
い
。

町
長
　
地
方
自
治
体
の
担
い
手

と
な
る
職
員
の
育
成
は
重
要
な

課
題
で
あ
り
、
分
権
に
よ
り
国

家
公
務
員
の
役
割
が
委
ね
ら
れ

る
た
め
、
創
造
性
や
政
策
形
成

能
力
等
職
員
の
資
質
が
問
わ
れ

る
の
で
、
国
、
道
、
市
町
村
間

の
人
事
交
流
や
企
業
へ
の
派
遣
、

自
治
大
学
へ
の
研
修
等
の
機
会

拡
大
を
図
り
職
員
全
体
の
能
力

ア
ッ
プ
に
努
め
た
い
。



議
会
で
は
1
0
月
1
8
日
全
議
員
に
よ
る
町
内
行
政

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
主
に
現
在
町
が
進
め
て

い
る
工
事
現
場
な
ど
1
4
箇
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

山
加
川
改
修
工
事
（
旭
野
地
区
）

演
習
場
周
辺
の
障
害
防
止
工
事
で

期
間
は
平
成
1
2
年
度
ま
で
の
予
定

ケ
ア
ハ
ウ
ス
新
築
工
事
（
大
町
）

4
階
建
の
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
で

入
所
は
3
0
人
、
完
成
は
来
年
1
2
月

〔
8
月
〕

2
3
日
第
6
回
臨
時
町
議
会

中
富
良
野
町
議
会
と
合
同
研
修
会

2
7
日
総
務
常
任
委
員
会

2
8
日
産
業
建
設
常
任
委
員
会

〔
9
月
〕

9
日
産
業
建
設
常
任
委
員
会

1
0
日
教
育
民
生
常
任
委
員
会

1
2
日
総
務
常
任
委
員
会

1
3
日
議
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

18
日
議
員
定
数
適
正
検
討
特
別
委
員
会

2
2
日
定
例
町
議
会
（
日
曜
議
会
）

2
4
日
定
例
町
議
会

議
会
広
報
委
員
会

〔
1
0
円
〕

4
日
歌
志
内
市
議
会
視
察
来
町

9
日
教
育
民
生
常
任
委
員
会

議
会
広
報
委
員
会

1
1
日
産
業
建
設
常
任
委
員
会

1
5
日
総
務
常
任
委
員
会

1
8
日
第
7
回
臨
時
町
議
会

町
内
行
政
調
査

議
会
運
営
委
員
会

2
8
～
2
9
日
議
会
広
報
委
員
会
視
察

〔
1
1
月
〕

5
日
議
員
定
数
適
正
検
討
特
別
委
畠
会

7
日
池
田
町
議
会
広
報
委
員
視
察
来
町

8
日
企
業
会
計
決
算
特
別
委
員
会

1
1
～
1
6
日
産
業
建
設
常
任
委
員
会
道
外

視
察
〔
兵
庫
・
広
島
・
香
川
県
）

議
会
だ
よ
り
第
1
2
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

実
り
の
秋
と
共
に
町
長
選
拳
と
い
う
、
町

民
に
と
っ
て
大
事
な
時
期
に
入
っ
て
参
り
ま

し
た
。

9
円
2
2
日
、
定
例
町
議
会
（
サ
ン
デ
ー
議

会
）
が
、
開
か
れ
ま
し
た
。
休
日
と
い
う
こ

と
で
町
内
外
か
ら
、
多
勢
の
方
々
が
傍
聴
さ

れ
ま
し
た
。

忙
し
い
時
節
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
町
政
へ

の
関
心
が
う
か
が
え
ま
す
。

社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
可
能
な
限
り

の
見
直
し
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
現
在

我

々

（

議

員

）

が

町

民

の

窓

口

に

な

っ

て

き

て
い
る
の
で
す
か
ら
、
一
層
の
頑
張
り
を
示

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
も
、
も
っ
と
多
く
の
方
々
に

傍
聴
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。来

年
は
、
開
基
百
年
を
迎
え
ま
す
。
住
み

良
い
町
づ
く
り
に
広
く
町
民
の
皆
様
の
参
加

と
御
理
解
と
御
協
力
を
心
か
ら
願
う
ば
か
り

で
す
。な

お
、
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
お
気
付
き

の
点
や
要
望
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
議

会
事
務
局
丈
は
最
寄
り
の
編
集
委
員
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

へ
小
野
　
忠
　
記
）

議会の傍聴は自由です　当日、受付で名前などを書くだけです。

この広報紙は再生紙を利用しています。


